















































































































































































































































































































































































































































































































藤高明でした。 1898 年 6 月 30 日、第一次大限内
閣が誕生したことにより、日英同盟はいっそう現





























































































































もよろしいかと思います。明治 18 年 4 月 19 目、
横浜で仏船「ボリガ」号に乗船し、オーストリア














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































に張之洞が 1 日 50 通もの書簡を出していました。
近衛をはじめ日本の総理大臣、陸軍大臣に協力と
支援を要請しました。日本の協力で難局を乗り越
えて改草を進めたいという内容であります。
【司会］ では時間の関係であとお一人だけ。はい、
お願いいたします。
［質問者｝ 素晴らしいお話をどうもありがとうご
ざいました。私は山田と申しまして、私の祖父が
東亜同文書院の 15期生でございます。東亜同文
書院の同好会である濯友会の会員でほぼ 100 年前
に卒業したことになります。ちょうど先生が 21
世紀に向けてと言われたので、 100 年先を考える
理念というお話がございましたが、その理念をど
ういうところに求めるべきだとお考えになります
か。
【李｝ 私はそれに答える力を持っておりません。
しかし私が考えているのは、 100 年前に近衛が中
国を軽蔑する戦勝の日本社会を批判し、日清同盟
を提唱していました。日清同盟を実現するために、
互いに理解しなければなりません。お互いに知り
合うこと、互いに理解する仕組みを作らなければ
ならないことであります。同じアジア人といって
も生活環境が違い、考え方が違います。だから理
解するにはどうしたらいいかを考えるのが重要で
す。例えば私は北朝鮮に 2 回ほとe行ったことがあ
るんですが、日本では北朝鮮についてはどちらか
と言うと暗いイメージでマイナスのような存在で
すが、中国においても北朝鮮のイメージは決して
よくありません。しかし、私は社会制度だけに着
目せずそこで生活している人をどう理解するかと
いう気持ちを持つべきではないかと思います。同
じ意味で中国社会は今少し豊かになりましたけれ
ども、いろんなレベルで貧富の差があります。同
じ中国人でも金持ちと貧乏な人のあいだに理解が
あったかどうかは問題です。こういう平等と理解
は、人聞社会の永久の課題ではないかと思います。
理解し、対話をすれば少しずついい社会になっ
ていくのではないでしょうか。そういう意味では
21 世紀の課題は、まさに人間尊重と理解交流を
考えるべきです。学生時代に中国革命および世界
革命という理想に燃えました。今は、日中理解の
ため、アジア平和と繁栄のために微力ながら尽く
したいと思い、そういう生き方を貫いていこうと
近衛篤麿と清束中国
思っています。
｛司会］ ありがとうごぎいました。まだご質問の
ある方もいらっしゃるかとは思いますが、時間に
なりましたので、これをもちまして李廷江先生講
演会「近衛篤麿と清末中国」を終わらせていただ
きます。今一度李廷江先生に盛大な拍手をお送り
ください。ありがとうございました。皆様お気を
つけてお帰りください。
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